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２０７６〜２０９５年における上昇（１９８０〜１９９９年比）

北海道の気候変化 第二版 （札幌管区気象台）



２０７６〜２０９５年における上昇（１９８０〜１９９９年比）

北海道の気候変化 第二版 （札幌管区気象台）

北海道の気候変化 第二版 （札幌管区気象台）

２０７６〜２０９５年における増加（１９８０〜１９９９年比）



異常気象レポート（２０１５年気象庁発表）
2081年～２１００年の見通し

【雨】 極端な大雨や極端な大雨の頻度は、将来増加する

【初夏】 本州では梅雨明けが遅れる

「やませ」が発生しやすい季節は、現在より遅くなる

【雪の量】 日本では多くの地域で積雪が減少するが、

北海道の内陸部では増加

【雪の期間】 最深積雪が最大になる時期は１ヶ月程度早まる

積雪期間は短くなる

【台風】 熱帯低気圧の発生数は、変わらずかやや減少

 強い熱帯低気圧の発生数、最大強度、降水は増加

北海道には「気候多様性」が存在

•北半球の全ての現象が現れる
•天候特性の地域差が大きい

•気候を軸とすると
面積以上に広い

気象庁統計平年値 極値比較

東北〜九州の気温差に相当

日照差は２倍近くに及ぶ

豪雪地帯は日本海側の一部
太平洋側は１０分の１以下



今年の天候

６月記録的多雨（小樽は平年の４倍）

７月記録的暑さ（上旬 帯広は猛暑日５日）

８月しのぎやすい（札幌真夏日なし１４年ぶり）

９月強雨・雷・突風

１０月季節外れの「超大型台風」

１１月北海道に低気圧が頻発
（函館の積雪２７センチ １８７２年以来史上３位）

１２月上旬の寒さ １９７１年以来 史上２番目



雪氷熱の商用利用のブランド効果

流通市場価格

 通常貯蔵米（ななつぼし） 平均３７６円／kg

 沼田町雪中米 平均５６５円／kg

 通常貯蔵のじゃがいも 平均 ７３円／kg

 雪中貯蔵じゃがいも（洞爺湖町産） 平均１３０円／kg

ブランド化による経済効果

経済波及効果試算 北海道地域産業連関表•（株）リベロプランニング

米：北海道内で生産される米の２割が雪中貯蔵によりブランド
化された場合、道内に約１６０億円の経済効果

じゃがいも：道内で貯蔵されるジャガイモの２割が雪中保存さ
れた場合、道内に約１３２億円の経済効果

温暖化予測
北地球環境研究総合推進成果（２００６年）

北海道農業研究センター
北海道の農業気象（２００７年,水島俊一）

果物の栽培適地の変化

農業技術研究機構　果樹研究所提供

ウンシュウミカン リンゴ

 水稲地域の変化

関東、中部、近畿、中国地方では困難。

北海道は可能地域が広がる

（北見山地、大雪山系、日高山脈より 西のすべての平野で可能）

 小麦、大豆、小豆の収量…２割近く増加

 北海道の甜菜、馬鈴薯…現状維持

 北海道の寒冷地用牧草…増収

 北海道の農業用水は確保


